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県営住宅（宮園第二団地）外壁南面改修工事

Ⅱ　建築改修工事仕様

工事特記仕様書

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

Ⅰ　工事概要

    及び機械設備工事はそれぞれの工事特記仕様書を適用する。なお、電気
　　　電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事

　　　図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官

　 ５）　印は、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」

    房官庁営繕部制定の「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）（平

　 １）項目は、・印の付いたものを適用する。

　 ２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。
　　　 ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　　　 ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　 ４）特記事項に記載の（　． ． ）内表示番号は、標準仕様書の当該項

　　 基本方針（平成31年2月8日変更閣議決定）」における判断の基準（特

　 ３）特記事項に記載の［  .  .  ］内表示番号は、改修標準仕様書の当

Ｇ

　　様書は（　／　）図による。
　　　本特記仕様書の表記

　　　図面、本特記仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない事項は、

　　工事編）（平成31年版）（以下「標準仕様書」という。）による。

（１）

（２）

（３）

章 項　　目 特　　記　　事　　項

各
章
共
通
事
項

1
・ 適用基準 １）図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に

・建築物解体工事共通仕様書（平成31年版）

　 ゼンの含有量が少ない材料を使用する。

　 ル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性

　 の他の什器類は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒ

③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－n－ブチル及びフタ

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、そ

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、

　要の品質及び性能を有すると共に、次の①から④までを満

　 量」の区分に応じた材料を使用する。

　 及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材

② 接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベン

　 衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド
　 木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩

・ 環境への配慮

・

２）設計図書に規定する｢ホルムアルデヒドの放散量｣の区分

② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国

 第二種及び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の
① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、

④ 建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国

③ 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種

　 ド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

２）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指

　建築工事標準詳細図（平成28年版）　　　　　　　　　

(1.4.1)［1.4.1］

　において、｢規制対象外｣とは次の①又は②に該当する材料

・ 材料の品質等 (1.4.2)［1.4.2］

５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。
②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得して
③　安定的な供給が可能であること。

⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性
　能の他、通常有すべき品質及び性能を有するものとする。

４）本工事に使用する材料のうち、５）に指定する材料の製

　監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監
　督職員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等
　品を使用するものとし、同等品を使用する場合は監督職員

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法につい

章

５．工事範囲

  　成31年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）による。

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築

    設備工事の工事特記仕様書は（　／　）図、機械設備工事の工事特記仕

　 　該項目、当該図又は当該表を示す。

　　 目、当該図又は当該表を示す。

　　 （平成12年法律第100号）に基づく「環境物品等の調達の推進に関する

　　 定調定調達品目「公共工事」におていは表１中の品目ごとの判断基準）

　記載のない事項は次の基準による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

  す。

・ 適用区分 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次

・風圧力
　　風速（V　=　　　m/s）
　　地表面粗度区分（　　　）

・積雪荷重
　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域

の条件を用いる。

　たすものとする。

　 単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の

　 料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散

　 の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　 材料を使用したものとする。

　を指し、同区分｢第三種｣とは次の③又は④に該当する材料
　指す。

 材料

 土交通大臣の認定を受けた材料

 土交通大臣の認定を受けた材料

 ホルムアルデヒド発散建築材料

　の承諾を受ける。

　ては、材料製造所の指定する工法とする。

　造業者等は、次の①から⑥の事項を満たすものとし、その
　証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を

　いること。

　　　別表（　　　）

４．工事内容

0

　　 を満たすものを示す。

・無収縮ｸﾞﾗｳﾄ材　・乾式保護材

・ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ　・吸水調整材　・錠前類　・クローザ類　

・ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ　・可動間仕切　・移動間仕切　・ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

・ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ　・屋上緑化用ｼｽﾃﾑ　・ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ　

・既製調合ﾓﾙﾀﾙ(ﾀｲﾙ工事用)　・既製調合目地材　

・防水剤　・現場発泡断熱材(特定のﾌﾛﾝによるものを除く)

・煙突用成形ﾗｲﾆﾝｸﾞ材　・天井点検口　・床点検口

・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ　・鉄骨柱下無収縮ﾓﾙﾀﾙ

・重量ｼｬｯﾀｰ　・軽量ｼｬｯﾀｰ　・ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ
・自動扉機構　・自閉式上吊り引戸機構(手動開き式)

・ｴﾎﾟｷｼ樹脂　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・鋳鉄製ふた

3

防
水
改
修
工
事

・行う　（・Ｍ４ＡＳ　・Ｍ４ＡＳＩ　・Ｍ４Ｃ　　 

既存防水層の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　 ）

既存保護層の撤去　　・行う（範囲　・図示　・　　　　 ）

※改修標準仕様書3.1.3(5)(ｱ)～(ｳ) による。

[3.2.3、4、6]・ 既存防水の

・ 降雨等に対す
　 養生方法

Ｐ０Ｓ工法及びＰ０ＳＩ工法（機械的固定工法）の既存保護

既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　・
・ 既存下地の [3.2.6]

[3.1.3]

層を撤去し防水層を非撤去とした立上り部等の処理

調査範囲　　・図示　　・
・ 施工数量調査

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　・図示　　・

調査報告書　　提出部数：・2部　　・

[2.2.1][表2.2.1]・ 足場等
「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設

による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり

内部足場　・設置する　（・　　　　　※脚立、足場板等）

防護シート・設置する　（設置範囲　・工事に必要な範囲

・材料、撤去材等の運搬方法
　　種別（・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種）

　　　Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　）
　　　Ｄ種：利用可能な階段　　　　（　　　　　　　）

[2.3.1]・ 既存部分の

１）養生方法等
・既存部分　養生方法（・ 　　　※ビニルシート、合板）　　
・既存家具、既存設備等

・既存ブラインド、カーテン等

　　　　　　　　保管場所　（・図示　・　　　　　　　 ）
・固定された備品、机、ロッカー等の移動（・図示 ・　　 ）

２）既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養

　任において速やかに修復等の処置を行う。

［2.3.2］[表2.3.1]・ 仮設間仕切り
１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　・
２）仮設間仕切りの種別と材質等

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

[1.5.2、3]

・

　　　　　　　　　　・行わない

　　　　　　　　　　・行わない

・行わない
　　　　　・Ｍ４ＤＩ　・Ｌ４Ｘ　）

　・

章

置に当たっては、同ガイドラインの別紙1「手すり先行工法

据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　 養生

　　　　　　　　養生方法（・ビニルシート等　・　　 ）

　生を行う。また、万一損傷等を与えた場合は、受注者の責

　 処理

　 処理

種別

・Ａ種

・Ｂ種

※Ｃ種

グラスウール

  防炎シート

仕上材 （厚さ　㎜）

・せっこうボード

・合板　

充填

・

塗装

・なし
・片面 厚さ　 （㎜）

材質

※木製

仕上げ

※合板張り程度

塗装

・なし

・片面

設置箇所

・ ・

外部足場　・設置する　（設置範囲　・工事に必要な範囲

　　　　　・設置しない

　　　　　　　　養生方法（・　　　※ビニルシート等 ）

調査方法　　・図示　　・

[2.1.3]・ 騒音・粉じん
・防音パネル仮

設
工
事

2
章

　 等の対策
・防音シート
防音パネル等を取り付ける足場等の設置範囲

　　・

　　　　　・設置しない　

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　）
　　　　　・設置しない　

　種類（・　　　　　　）

　厚さ（・　　　　　mm　

　材種（・　　　　　　）

　　　　※9㎜ ）

　　　　※9.5㎜ ）

　厚さ（・　　　　　mm

  ・　か所

  ・図示

　※改修標準仕様書3.2.6(4)(ｳ)(g)①～③による　
設備機器架台、配管受部、パラペット、貫通パイプ回り、
手すり・丸環の取付け部、塔屋出入口部等の欠損部及び

防水層末端部の納まり部の処理
　・図示
　※監督職員と協議する

・ シーリング

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

・拡幅シーリング再充填工法

・シーリング充填工法

下表以外は、改修標準仕様書表3.7.1 による。
シーリング材の種類、施工箇所

シーリング改修工法の種類

[3.7.2、3、7、8]

・ブリッジ工法

・シーリング再充填工法

　　ボンドブレーカー張り　　・適用する　・適用しない
    エッジング材張り　    　・適用する  ・適用しない

　　　　　　　　　　 ※改修標準仕様書3.7.3(1a)(ｱ)～(ｳ)　
シーリング材の目地寸法・　　　・図示

[3.1.4]

シーリング材の接着性試験
※簡易接着性試験　・引張接着性試験

材種

・ろく屋根用（・縦型・横型）

ルーフドレンの材種その他

種  別

・バルコニー中継用

・バルコニー用

・ とい [3.8.2、3]
といその他の材種
 ・配管用鋼管 ・硬質ポリ塩化ビニル ・ルーフドレン 

張掛け幅
・100mm以上

・100mm以上

・100mm以上

・50mm以上

・50mm以上

・50mm以上

・

・

・

 ・

鋼管製といの防露巻き

ロックウール保温筒及びビーズ法ポリエチレンフォーム保温

※規制対象外　・

たてどい受金物の取付け　　※図示　・

[3.9.2、3]

板材折曲げ形の笠木の取付方法　　※図示　・　

表面処理　種別　・　

下地補修の工法　　※図示　・

種類　・オープン形式（・押出250形　・押出300形　 製笠木

笠木の固定金具の工法等

既存笠木等の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　 ）

ルーフドレンの取付け

※水はけよく、床面より下げ、周囲の隙間にモルタルを充
 ・

　　　・板材折曲げ形（・オープン形式　・シール形式）

　　　　　着色　・標準色（　　　  ）・特注色（　　　  ）

　　　　　　　　　・行わない

　建築基準法に基づき定まる風圧力の

既存といその他の撤去及び降雨等に対する養生方法

　　　　　　　　　 　 ・押出350形　）

筒のホルムアルデヒド放散量

※図示　・

・　　                   ※改修標準仕様書表3.8.4による

　填する
・ アルミニウム

　　　　　　本体幅（　　　）㎜　板厚（・　㎜　※2.0㎜）

（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

とい受金物
　　材種　・　　　　　　　※溶融亜鉛めっきを行ったもの
　　形状　・　　　　　　　※市販品（とい径100以下）
　　　　　                ※25×4.5以上（とい径100を超

　　取付け間隔　・
足金物
　　材種　・　　　　　　　※溶融亜鉛めっきを行ったもの
　　形状　・　　　　　　　※市販品
　　取付け間隔　・
多雪地域の軒どい取付間隔　・適用する　・適用しない

　　　　　                  えるもの）

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修

弘前市大字青山3丁目地内

28,128㎡（団地合計の敷地面積）

改修工事

外壁改修工事

12号棟

屋根改修工事

打継ぎ目地シーリング
開口部取合いシーリング

PU-2ポリウレタン系
MS-2変成ｼﾘｺｰﾝ系
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塗
り
仕
上
げ
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外
壁
改
修
工
事 

（

（

・ 施工数量調査
調査範囲　　・外壁改修範囲　　・図示の範囲

調査内容

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ

[1.5.2、3]

部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部

分を表面に表示し、また欠損部の形状寸法等を調査する。

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。
塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面

のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。また、既存塗膜

調査報告書の部数　　・２部　　・

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・

する。

と新規上塗材との適合性を確認する。

長さ変化率 吸水性引張接着性

(％)

耐久性曲げ性能

・ ポリマーセメ

広がり速度
（材齢28日）

5.0 以上0.5 以上

（材齢28日）

5.0 以上15 以下

（72時間）（劣化曲げ強さ）

   ントスラリー

(％)

粘調係数　0.50 ～ 1.00

3 以下

（収縮）

保水係数　0.35 ～ 0.55

3 以上

(㎝/s)

[4.2.2]

 (N/㎜ )2  (N/㎜ )2  (N/㎜ )2

・ ポリマーセメ

   ントモルタル

[4.2.2]

その他

下がり量

項目

だれ

品質・性能

圧縮強さ

接着

（品質・性能）

曲げ強さ

表面の状態

5㎜以内

6.0N/㎜ 以上
2

1.0N/㎜ 以上
2

１）均質で有害と認められる異物の混入

２）高分子エマルションは、常温・常湿

　しないこと。

標準条件
特殊条件湿潤時

低温時

ひびわれの発生が無いこと。

20.0N/㎜ 以上2

0.8N/㎜ 以上
2

0.5N/㎜ 以上
2

透水性 裏面のぬれ、水滴の付着が無いこと。

強さ

　がないこと。

　において製造後6ヶ月保存しても、変質

・ ひび割れ部

・樹脂注入工法（12号棟）
[4.1.4][4.2.2][4.3.4,5]

4
章

　 改修工法

・ 既調合 [4.2.2]
モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタル

定の割合に配合した材料とする。

項目

保水率

品質・性能

接着強さ

（品質・性能）

70.0％以上

0.6N/㎜ 以上
2

標準時
1.8㎏/L以上

0.4N/㎜ 以上
2

単位容積質量

温冷繰り返し後
長さ変化率
曲げ強さ

0.2％以下
4.0N/㎜ 以上

2

（試験方法）
（１）試料の調製
　　製造業者の定める、正味質量と標準練り上がり量より換

　混ぜ水を計算して用意する。
　　練り混ぜは、JIS R5201「セメントの物理試験方法」の

　水を入れ、撹拌しながら30秒間に材料を投入し、3分間練
　り混ぜて試料とする。
（２）保水率の試験方法
　　JIS R3202「フロート板ガラス及び磨き板ガラス」に規

　にJIS P3801「ろ紙（化学分析用）」に規定する5Aろ紙
　（直径11㎝）をのせ、その中央部に真ちゅう製リング型わ
　く（内径50㎜、高さ10㎜、厚さ3㎜）を設置し、（１）で

　　その後、直ちにリング型わく上部にガラス板を当てて上
　下を逆さまにし、ろ紙部分が上部になるよう静置する。60

　た方向とこれに直角な方向の長さをノギスを用いて、1㎜

　いて次式により保水率を求める。
　　　保水率=50/平均値×100

　 モルタル

　算して、所定量の試料を練り上げるのに要する材料と練り

　10.2に規定する練り混ぜ機を使用し、練りばちに用意した

　定する磨き板ガラス（縦150㎜、横150㎜、厚さ5㎜）の上

　調製した試料を金べらで平滑に詰込む。

　分後にろ紙へにじみ出した水分の広がりが最大と認められ

　の単位まで測定する。試験は3回実施し、その平均値を用

　　　　　　　（注）　50：リング型わくの内径　㎜

として、セメント、細骨材、混和剤等を予め工場において所

外
壁
改
修
工
事 

0.5以上 ～

0.2以上 ～ 

0.2以上 ～ 

工法の種類

※自動式低圧エポキシ

　注入工法
・機械式エポキシ樹脂

・  50～100

・100～200

・150～250

・ ・130

ひび割れ幅 注入口間隔

・130

・ 70

・ 40

注入量

※200～300 ・

・ ・
0.3以上 ～

・ ・

・ ・

　樹脂注入工法

・手動式エポキシ樹脂

　注入工法

(㎜) (㎜) (mL/ｍ)

      1.0未満

　　  0.3未満

　　　1.0未満

      0.5未満

・ 欠損部改修

・エポキシ樹脂モルタル
・充填工法

　エポキシ樹脂    　・低粘度形　・中粘度形

・Ｕカットシール材充填工法（6号棟・10号棟・12号棟以外）

シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填

・可とう性エポキシ樹脂

・

充填材料の種類   ・ 

・シール工法

・シーリング材

・パテ状エポキシ樹脂　　　・可とう性エポキシ樹脂

[4.1.4][4.2.2][4.3.7]

　注入状況の確認方法　・

　　抜取り個数　　・

　　抜取り部の補修方法　・　　　　　※図示

　・行う　　　　・行わない

・ポリマーセメントモルタル

　　　　　   　　※1成分形又は2成分形ポリウレタン系

　 工法

　　　　　　　　　・

・

　　　　　　　　　　　※コアの抜取りを行う

　　　　　　　　　※長さ500ｍごと及びその端数につき1個

・ 浮き部改修
　 工法

4

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁
改
修

章

・ ひび割れ部 ・樹脂注入工法 [4.1.4][4.2.2][4.4.5,6]

　エポキシ樹脂    　・低粘度形　・中粘度形

　注入状況の確認方法　・

　　　　　　　　　　　※コアの抜取りを行う

　　抜取り個数　　・

　　抜取り部の補修方法　　・　　　　　　※図示

　 改修工法

　　　　　　　　　※長さ500ｍごと及びその端数につき1個

・Ｕカットシール材充填工法

 シーリング材のうえにポリマーセメントモルタルの充填

・可とう性エポキシ樹脂

 充填材料の種類   ・

・シール工法

・シーリング材

・パテ状エポキシ樹脂　　　・可とう性エポキシ樹脂

　・行う　　　　・行わない

・ 欠損部改修

・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

・充填工法

[4.1.4][4.2.2][4.4.9]

　既製目地材　　・使用する（形状　・図示　・　　　）

・モルタル塗替え工法

　仕上厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の処置

　　　　　   　　 ※1成分形又は2成分形ポリウレタン系 

　 工法

　 　　　　　　 ・　　　　　　※図示

・現場調合材料

 (セメントは改修特記仕様書8-2コンクリート工事による)

・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　）

外
壁
改
修
工
事 

0.5以上 　

0.2以上 ～

0.2以上 ～ 

工法の種類

※自動式低圧エポキシ

・手動式エポキシ樹脂

・機械式エポキシ樹脂

・50～100

・100～200

・150～250

・ ・130

ひび割れ幅 注入口間隔

・130

・ 70

・ 40

注入量

※200～300 ・

・ ・

0.3以上 ～ 

・ ・

・ ・

　樹脂注入工法

　注入工法

　注入工法

　　　1.0未満

　　　0.3未満

　　　1.0未満

(㎜) (㎜) (mL/ｍ)

　　　0.5未満

（

（

4

章

外
壁
改
修
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共
通
事
項

)

)
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外
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改
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工
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共
通
事
項

)

)

・ 既調合
　 モルタル

（３）単位容積質量の試験方法

   JIS A 1711「ポリマーセメントモルタルの試験方法」に

（４）接着強さ（標準時）の試験方法

　 イ）適用タイルが「モザイクタイルの場合」

　 （試験体の作製）JIS A5371「プレキャスト無筋コンクリ

　　 ート製品」に規定する普通平板N-300を下地板とし、表

　　 を行い直ちに(1)で調製した試料を厚さ5㎜になるよう

　　 に規定するタイルで押出し又はプレス成形による施ゆ

　　 うの「50角ユニットタイル（外のり寸法約300㎜×300

　　   その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態

　　 で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　 （試験方法）JIS A6909「建築用仕上塗材」の7.10付着強

　　 を用いて、タイル周辺に沿って下地板に達するまで切

　　 り込みを入れ、エポキシ樹脂接着剤で鋼製アタッチメ

　　 う。なお、接着強さの測定箇所は、試験体の中からま

　　 んべんなく5箇所を選び抜き取る（全てが0.6N/㎜ 以上
2

　 ロ）適用タイルが「小口タイル・二丁掛けタイルの場合」

　 （試験体の作製）JIS A5371「プレキャスト無筋コンクリ

　　 ート製品」に規定する普通平板N-300を下地板とし、表

　　 に塗付ける。直ちにJIS A 5209「セラミックタイル」

　　 に規定するタイルで押出またはプレス成形による施ゆ

　　 うの「小口タイル108㎜×60㎜×12㎜」を4枚2列、計8

　　   その後、28日間、温度20±2℃、湿度80％以上の状態

　　 で湿空養生を行い、これを試験体とする。

　 （試験方法）「モザイクタイル」の場合と同様に行う。

（５）接着強さ（温冷繰返し後）の試験方法

　 （試験体の作製）「モザイクタイル」及び「小口タイル・

　　 の試験方法の「試験体」と同様とする。

　 （温冷繰返し試験）「モザイクタイル」及び「小口タイ

　　「建築用仕上塗材」の7.11温冷繰返し試験に準じて行う。

　　　 試験の手順は、試験体を20±2℃の水中に18時間浸

　　 し、次いで50±3℃の別の恒温器中で3時間加温し、こ

　　 の24時間を1サイクルとする操作を10回繰返した後、試

　　 験室に2時間静置し、ひび割れ及び膨れの有無を目視に

　 （温冷繰返し後の接着強さ試験方法）「モザイクタイル」

　　 及び「小口タイル・二丁掛けタイル」とも、各々温冷

　　 した後、標準時の接着強さの試験方法と同様に行う。
2

  準ずる。

　　 面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿し

　　 に塗付ける。直ちにJIS A 5209「セラミックタイル」

　　 ㎜）」を圧着する。

　　 さ試験に準じて行う。試験体をダイヤモンドカッター

　　 ントを接着し、引張試験機を用いて接着強さ試験を行

　　 面をサンドペーパーを用いて軽く研磨した後、水湿し

　　 を行い直ちに(1)で調製した試料を厚さ7㎜になるよう

　　 枚を圧着する。

　   二丁掛けタイル」とも、各々（４）接着強さ（標準時）

　 　ル・二丁掛けタイル」とも、各々JIS A 6909に規定する

　　 せきした後、直ちにー20±2℃の恒温器中で3時間冷却

　　 よって調べる。

　　 繰返し試験完了後の試験体を標準状態で2日間静置養生

　　 （全てが0.4N/㎜ 以上を確保していること）

　　 を確保していること）

（６）長さ変化率の試験方法

　　 JIS A 6203「セメント混和用ポリマーディスパージョ

　 ン及び再乳化形粉末樹脂」9.9長さ変化率に準ずる。

（７）曲げ強さの試験方法

　　 JIS A 6916「建築下地調整塗材」7.11の曲げ強さ試験

　　 試験室の状態：試験室は、温度20±2℃、湿度65±10％

　 に準ずる。

　 とする。

注入口付アンカーピンの材質

・
アンカーピンの材質

※ステンレス鋼（SUS304）呼び径 4㎜ の丸棒で全ネジ切り

※ステンレス鋼(SUS304)呼び径外径 6㎜程度

・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル
充填工法

既製目地材　　・使用する（形状　・図示　　　　　）

モルタル塗替え工法

仕上厚又は全塗厚が25㎜を超える場合の処置

　加工をしたもの。

　　　　　　　・　　　　　　※図示

[4.1.4][4.2.2][4.4.10～15]

・

・現場調合材料
(セメントは改修特記仕様書8-2コンクリート工事による)

・既調合材料（　　　　　　　　　　　　　　　）

※13

・

※20

・ ・

※12 ※20

・

・
※9 ※16

・

  ピンニング全面ポリマー
・注入口付アンカー

  ピンニング部分エポキシ
・注入口付アンカー

  ピンニング全面エポキシ
・注入口付アンカー

  全面ポリマーセメント
・アンカーピンニング
  全面エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

一般部

アンカーピンの

指定部 一般部 指定部

注入口の箇所数

・ ・
※25※16

(mL/箇所)
注入量

※25  部分エポキシ樹脂注入工法
・アンカーピンニング

工法の種類

－ －

・充填工法
・モルタル塗替え工法

－

－

  スラリー注入工法

  樹脂注入工法

  樹脂注入工法

  セメントスラリー注入工法

本数(本/㎡) (箇所/㎡)

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－－

・

※25

・

※13
・

※20
・ ・

※12 ※20
・

※50
・

※25
・

・

※9 ※16

・ ・
※9 ※16

・
※25
・

・

※9 ※16

・ ・
※9 ※16

・
※50
・

・ 既存塗膜等の
　 除去、下地

・ 下地調整材

　 処理及び下地
　 調整

・ 仕上塗材
 　仕上げ

・ マスチック [4.1.5][4.7.2][表4.7.1]
種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　 塗材塗り

・図示　※既存仕上面全体
・図示

・図示　※既存仕上面全体
・図示　※既存仕上面全体

・高圧水洗工法
・サンダー工法

工　法

・水洗い工法
・塗膜はく離剤工法

・浮き部改修工法

処理範囲
[4.6.3]

下地面の補修

・ひび割れ部

・欠損部改修工法

　改修工法
※サンダー工法、高圧水洗
　工法、塗膜はく離剤工法
　の処理範囲以外の既存仕
　上面全体

※下地調整塗材　　・ポリマーセメントモルタル
[4.6.3]

※規制対象外　・
新規仕上塗材の種類

[4.1.5][4.2.2][4.6.5][表4.2.4]

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

・ ゆず肌状（・吹付け　・ローラー塗り）

・ 薄付け仕上塗材

・ 厚付け仕上塗材

・ 外装厚塗材E

・ 外装厚塗材Si

・ 外装厚塗材C

・ 可とう形外装薄塗材Si

・ 外装薄塗材E

・ 防水形外装薄塗材E

・ 外装薄塗材S

・ 外装薄塗材Si

・ 可とう形外装薄塗材E

　上塗材　　・ 適用する　・ 適用しない

・ 吹放し　・ 凸部処理　・ 平たん状

・ 凹凸状　・ ひき起こし　・ かき落とし

・ 砂壁状じゅらく

・

・ 凹凸状（・吹付け　・こて塗り）

・ さざ波状

・ 砂壁状　　

種類 呼び名 防火材料 仕上げの形状及び工法等

・ 平たん状

・ 京壁状じゅらく

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 可とう形改修塗材CE

・ 可とう形改修塗材RE

・ 可とう形改修塗材E

　 仕上塗材

・ 可とう形改修用

・ 複層仕上塗材

・平たん状　・さざ波状　・ゆず肌状

・ 防水形複層塗材RE

・ 複層塗材E

・ 防水形複層塗材E

・ 防水形複層塗材RS

・ 防水形複層塗材CE

・ 複層塗材RE

・ 複層塗材Si

・ 複層塗材CE

・ 可とう形複層塗材CE

 上塗材

  　外観　※ つやあり　・ つやなし

・ ゆず肌状　・ 凸部処理　・ 凹凸状

          ・ メタリック

  　樹脂　・ アクリル系　・

  　溶媒　※ 水系 ・ 溶剤系 ・ 弱溶剤系

 耐候性　　※ 耐候形3種　・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・  上塗材

  　外観　※ つやあり　・ つやなし

          ・ メタリック

  　樹脂　・ アクリル系　・

  　溶媒　※ 水系 ・ 溶剤系 ・ 弱溶剤系

 耐候性　　※ 耐候形3種　・

吸放湿性　・適用する　　・適用しない

吸放湿性　・適用する　　・適用しない

（

（
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リ

ト
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ー



工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

有限
会社

PLANNING OFFICE

葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-3特記仕様書　3

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事

・ 錆止め塗料

7 ・ 材　料
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・ 下地調整

・ 塗　装

　 塗り

[7.3.2、3]

             　（箇所：　　　　　　　　　）

錆止め塗料塗りの種別

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

　・　　　　　※規制対象外

防火材料   ・次の箇所を除き防火材料とする

[7.1.3]

・　　※Ｃ種

・　　※Ａ種

・　　※Ｂ種

・　　※Ｃ種

・　　※Ａ種

・　　※Ｂ種

・　　※Ｃ種

・　　※Ｃ種

・　　※Ａ種

・　　※Ａ種

[7.2.1～7]

下地調整

・図示　・　　　　　※塗替え面積の 30％　

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

[7.4.2～7.14.2]

・Ａ種※Ｂ種

・　※Ｂ種

・　※Ｂ種

・　※Ａ種

・　※Ｂ種

・Ａ種※Ｂ種

－

・Ａ種※Ｂ種

           ※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

既存錆止め塗料の鉛含有調査　　・行う（　　　　　箇所）

　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

ひび割れ

・行う

部の補修

・行う

・行う

新　規

・　　　※ＲＢ種

・ＲＡ種・ＲＢ種

塗替え

木部

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面、

コンクリート面（ＤＰ以外）、

鉄鋼面

下地面の種類

せっこうボード面及び

コンクリート面（ＤＰ）

下地調整の種別

  ＲＣ種

  ＲＡ種

  ＲＡ種

・ＲＡ種・ＲＢ種

・ＲＡ種・ＲＢ種

　ＲＡ種

・ＲＡ種・ＲＢ種

　　－

・行わない

ＡＬＣパネル面 ・行わない

押出成形セメント板面

・行わない

その他ボード面

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

・　　　※ＲＢ種

（鋼製建具等）

プラスター面

　ＲＡ種

　　－

　　－

　　－

　　－

・行う

・行わない

・ＲＣ種

・ＲＢ種・ＲＣ種

・ＲＡ種・ＲＢ種

工程の種別

鉄鋼面 ＥＰ－Ｇ Ａ種 

塗料の種別塗装面

新規見え掛り

ＥＰ－Ｇ 塗替え

新規見え隠れ

・Ａ種※Ｂ種

新規鋼製建具等

亜鉛めっき 塗替え ・Ｂ種※Ａ種 

塗替え Ｃ種

Ａ種

Ａ種

・Ｂ種※Ａ種 

・Ａ種※Ｂ種

・Ａ種※Ｂ種

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

ＥＰ－Ｇ

鋼面

以外

ＥＰ－Ｇ

以外

新規鋼製建具等 Ｃ種

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋外・合成樹脂調合

・　※Ｂ種

・　※Ｂ種

・　※Ｂ種

・　※Ａ種

工　程

塗  替  え
塗装面塗装の種類

新　規

木部屋内 ・　※Ｂ種

　（ＳＯＰ）

　　塗料の種類

　　※１種・２種

・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） ・Ａ種※Ｂ種

・フタル酸樹脂エナメル塗り（ＦＥ） －

 （ＮＡＤ） ・Ａ種※Ｂ種

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

鉄鋼面　

　上塗り等級（　　）級

押出成形セメント板面

・　　 Ａ種

・　　
・Ａ－１種

　ペイント塗り

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り

亜鉛めっき面

コンクリート面及び

　上塗り等級（　　）級
・　　 Ａ種

・Ｂ－１種

・Ｃ－１種
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屋内の鉄鋼面

コンクリート面等・つや有合成樹脂

屋内の木部　エマルションペ

　イント塗り

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

・Ａ種　・Ｂ種・　※Ｂ種

・　　　※Ａ種・　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種・　※Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種・　※Ｂ種

 （ＥＰ）
・Ａ種　・Ｂ種・　※Ｂ種

 （ＥＰ－Ｔ）
・Ａ種　・Ｂ種・　※Ｂ種

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ） ・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種※Ｂ種

　塗料（・油性　　・水性）
－－

・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ・Ａ種　※Ｂ種・Ａ種※Ｂ種

・合成樹脂エマルションペイント塗り

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・石綿含有吹付け材の除去

除去工法　　　　・　　　※9.1.3(2)(ｱ)による
除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止措置

・石綿含有保温材等の除去

・石綿含有成形板の除去

除去対象範囲　　・図示　・

除去対象範囲　　・図示

除去対象範囲　　・図示　・

石綿含有建材の処理

　※湿潤化　　・固形化

・埋立処分（管理型最終処分場）

除去した石綿含有成形板の処分

除去した石綿含有吹付け材等の処分

　※埋立処分（管理型最終処分場）
・石綿含有せっこうボード

・埋立処分（安定型最終処分場）
・石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板

・埋立処分（管理型最終処分場）
除去した石綿含有保温材等の処分

・ 断熱アスファ
   ルト防水改修

[9.2.2～3]
改修特記仕様書第３章による

・ 外断熱改修 [9.3.2～4]
断熱材

　　施工箇所　　　　・図示　　・
　　ホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・
外装材

備考

・

種　類 防火性能

既存外壁の処置
　既存外壁仕上材の撤去　　・あり　　・なし
　下地面の清掃　　　　・行う　　・行わない
　欠損部の改修工法　　

   工事

　 工事 Ｇ

　　断熱材の厚さ（㎜）　　・
　　断熱材の種類　　・

・石綿粉じん濃度測定
測定時期、場所及び測定点

処理作業中

測定9
測定8

測定7

測定5

処理作業室外

処理作業後
（ｼｰﾄ養生中）
処理作業後ｼｰﾄ
撤去後1週間以降 調査対象室外部の

処理作業室内

処理作業室内

測定箇所数

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の
処理作業室内

測定時期

測定1
測定2

測定3

（各施工箇所ごと）

・
・

・

・
・

適用
測定

集じん・排気装置

測定4

・ 計　　点

出口吹出し風速

測定方法

・測定４
・測定５

測定方法

自動測定器（リアルタイムファイバー
モニター）等の粉じんを迅速に測定で

[9.1.1]

・
・

・

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

名称

の排出口（処理作

付近

1m/sec以下の位置

・施工区画周辺

付近

工法
　建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1　・1.15　・1.3）
　倍の風圧力に対応した工法
　不陸等の下地調整　・
 断熱材の施工　・断熱材製造所の仕様による　・

・ ガラス改修 [9.4.2、3]
複層ガラス

・ 断熱・防露 [9.5.2～4]

・断熱材打込み工法

・断熱材現場発泡工法

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアル

　　断熱材の種類　・　　　・Ａ種１　・Ａ種１Ｈ　
　　吹き付け厚さ（㎜）　　・２５　・３０　・
　　施工箇所　　　・図示　　・

・現場発泡断熱材

　方法」による難燃2級表面加熱試験又は難燃3級表面加熱
（１）JIS A 1321「建築物の内装材及び工法の難燃性試験

準不燃材料試験の加熱時間は10分、難燃材料試験の加熱時

下記のいずれかによっていること

発熱性

項目

難燃性

品質・性能

（品質・性能）

（２）法定準不燃材料、難燃材料の評価方法に使用してい
　る発熱性試験（コーンカロリー試験）に適合しているこ

間は5分として次の（１）～（３）に適合していること。
（１）総発熱量が8MJ/㎡以下であること。
（２）防火上有害な裏面まで貫通する亀裂及び穴がないこ

（３）最高発熱速度が、10秒以上継続して200KW/㎡を超え

（試験方法）
（１）原液試験（原液粘度試験）
　JIS A 9526「建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム」
　に規定する6.1による。
（２）発泡品試験
　１）試料の作成は、JIS A9526「建築物断熱用吹付け硬質

　２）試料の状態調節は、JIS A 9526の6.2.2による。また、
　　試験片の作成はJIS A 9526の6.2.3による。
　３）試験場所は、JIS A 9526の6.2.4による。
（３）圧縮強さの試験
　JIS A 9526の6.2.5による。
（４）熱伝導率試験
　JIS A 9526の6.2.6による。
（５）接着強さ試験
　JIS A 9526の6.2.7による。
（６）透湿率試験
　JIS A 9526の6.2.8による。
（７）難燃性の表面加熱試験
　JIS A 1321に規定する試験方法に準じる。
（８）発熱性試験
　建築基準法に基づく指定性能評価機関が準不燃材料、難燃
　材料の評価方法に使用している試験方法に準じる。

　 改修工事

　 工事

Ｇ

　試験に適合していること

　と。

　　　と。

　　　ないこと。

　　ウレタンフォーム」の6.2.1による。

デヒド放散量
　　※規制対象外　・

・断熱材後張り工法

　　種類　　　　　・
　　厚さ（㎜）　　・

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

セキュリティ ・ 計　　点
ゾーン入口

業室外の場合）
測定6

・敷地境界

・自動測定器による測定
測定名称

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）
パーティクルカウンター、繊維状粒子

きる機器を用いた測定
・JIS K 3850-1に基づいた測定

メンブレンフィ 試料の吸引流量 試料の吸引時間 

25

測定名称
ルタ直径(㎜)  (L/min) (min)

　 ・測定４ ・
 ・測定５ 

47

47

5

10

10

30

120

240

 ・測定 
・

 ・測定 
・

 ・測定 
・

除去工法　　　　・破砕して除去　・手ばらし　
除去した石綿含有保温材等の飛散防止
　※湿潤化　　・固形化

石綿含有建材除去後の仕上げ工事　・図示　　　　・　　　 

鋼材　

笠木　
改修特記仕様書第８章　８－２　鉄骨工事　・鋼材による

改修特記仕様書第３章　・アルミニウム製笠木による

　・改修標準仕様書４章　外壁改修工事による
　・

 外装材の施工　・外装材製造所の仕様による　・

 通気層の有無　・あり（　　mm）　・なし
 外装材の外壁への取付け　・図示　・
 笠木の施工　　
 ・改修特記仕様書第３章　アルミニウム笠木による

材料板ガラスの種類及び厚さの組み合わせ並びに複層ガラス
の厚さ
・建具表による
断熱性による区分
・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６
日射取得性、日射遮蔽性による区分
・Ｇ　　・Ｓ
乾燥気体の種類
・空気　　・アルゴン
上記以外は、改修特記仕様書第５章　建具改修工事による

　　断熱材　JIS A 9521に基づくプラスチック断熱材
　　種類　　　　・
　　厚さ（mm）　・
　　施工場所　　・

　　断熱材　JIS A 9521に基づく発泡プラスチック断熱材

　　・断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネル
　　（材質　・　　　　厚さ　　・　　　　mm　　　　　）

9
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つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（コンクリート面、

モルタル面、プラスター面、せっこうボード面、その他ボー

　※改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシ

ド面）の塗替えの場合のしみ止め

　　ーラーとする

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合の

　※改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシ

しみ止め

　　ーラーとする

　・

　・

塗付け量

（㎏/㎡）

２種

種類

　　下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）

塗料塗り

工程
塗料その他

・高日射反射率塗料塗り

JIS K 5675

規格番号

屋根用高日射

規格名称

・１級

等級

・２級

・３級

塗料製造所の

仕様による

　　・ＲＡ種　　・ＲＣ種　　※ＲＢ種

反射率塗料

Ｇ

9
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・ 石綿

   除去工事

[9.1.1、3～5]
施工調査
※石綿含有建材の事前調査
　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によ

　　建築材料等の使用の有無について調査する。
　　調査範囲（・　　　　　　　　・図示　　　　　　　）
　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・分析による石綿含有建材の調査

採取箇所　　　・図示　　　・

定量分析方法定性分析方法

・　　　箇所

材　料　名

分析方法

分析対象
  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、
  クリソタイル、クロシドライト、トレモライト

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル

章
　 含有建材の

　　って石綿を含有している吹き付け材、成形板、

JIS A 1481-3またはJIS A 1481-1または

・　　　　　　　　 
・                 
・                 

JIS A 1481-2 JIS A 1481-4

・　　　箇所
・　　　箇所

・　　　箇所
・　　　箇所
・　　　箇所

1
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延焼の恐れのある部分　置屋根下地小屋組が鉄骨造の部分

延焼の恐れのある部分　外部開口部窓防火戸仕様（網入硝子入）及びダンパー付換気扇使用部分

工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

1/1000
有限
会社

PLANNING OFFICE

葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-4案内図、配置図、面積表

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事
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8
0県営住宅宮園第二団地　

16号棟

15号棟

（24戸）

（16戸）

13号棟
（12戸）

14号棟
（16戸）

12号棟
（16戸）

11号棟
（12戸）

9号棟
（24戸）

10号棟
（24戸）

8号棟
（16戸）

6号棟
（16戸）

7号棟
（24戸）

集会場

配置図　Ｓ＝/1000

N

9,000

5034.7620 4019.5622 4019.5622 4019.5622

県営住宅（宮園第二団地）面積表

棟別名

6　号棟

7　号棟

8　号棟

9　号棟

10　号棟

11　号棟

12　号棟

13　号棟

14　号棟

15　号棟

16　号棟

１階床面積 2階床面積 3階床面積 4階床面積 延べ面積 建築面積

(㎡）

602.3916

401.5944

308.6118

480.5676

320.3784

247.6999

480.5676

320.3784

247.6999

480.5676

320.3784

247.6999

2044.0944

1362.7296

1051.7115

664.2216

442.8144

335.3418

308.6118 247.6999 247.6999 247.6999 1051.7115 335.3418

602.3916 480.5676 480.5676 480.5676 2044.0944 664.2216

602.3916 480.5676 480.5676 480.5676 2044.0944 664.2216

602.3916 480.5676 480.5676 480.5676 2044.0944 664.2216

401.5944 320.3784 320.3784 320.3784 1362.7296 442.8144

401.5944 320.3784 320.3784 320.3784 1362.7296 442.8144

401.5944 320.3784 320.3784 320.3784 1362.7296 442.8144

401.5944 320.3784 320.3784 320.3784 1362.7296 442.8144

合　　計 17093.4486 5541.642

弘前市立北小学校

県営住宅宮園第二団地　

16号棟

15号棟

13号棟14号棟

12号棟 11号棟

9号棟10号棟

8号棟

6号棟7号棟

宮園公園

おおはしクリニック

宮園市営団地　

青山二丁目

青山三丁目

宮園五丁目

案内図　

N

16戸

16戸

16戸

16戸

16戸

24戸

24戸

24戸

24戸

12戸

12戸

戸数

ひなたスマイルパ－ク

工
事
部
分

工
事
以
外
部
分

小　　計 3320.5698 2650.5379 2650.5379 2650.5379 11272.1835 3656.4498



工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

有限
会社

PLANNING OFFICE

葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-5仕上表

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事

仕　上　表

部　位 改　修　前 改　修　後 備　　　考

県営住宅（宮園第二団地）外壁南面改修工事

外
部
改
修

そ
の
他
改
修
工
事

外
壁
改
修
工
事

コンクリート打放しの上

基礎廻り コンクリート打放し　補修モルタル

南面飾り屋根

カラー鉄板　長尺横葺　ｔ＝0.35

アスファルトルーフィング　22Ｋｇの上　
モルタル金ゴテ　ｔ＝30　

新規木下地(構造材ヒバ一等平割り材)：防腐剤2回塗　

アスファルトルーフィング940、塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板段葺　ｔ＝0.40

既存カラー鉄板撤去後、既存モルタルの上に、ラワン合板1類ｔ＝12.0（特殊釘止め）

軒先：カラー鉄板包みｔ＝0.35

換気口屋根軒先：カラー鉄板包みｔ＝0.35

側部雨押え：カラー鉄板包みｔ＝0.35

軒先：既存部撤去後、新規木下地の上に、塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板包みｔ＝0.40

換気屋根軒先：既存部撤去後、新規木下地の上に、塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板包みｔ＝0.40

側部雨押え：既存部撤去後、新規木下地の上に、塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板包みｔ＝0.40

屋
根
改
修
工
事

名　　称

打継ぎ目地シーリング　既存撤去後、打直し シーリング　：　ポリウレタン系（PU-2)　25x15

既存撤去後、打直し開口部取合いシーリング シーリング　：　変性シリコン２成分形（MS-2)15x10

コンクリート打放し 樹脂モルタル補修

水切：カラ－鉄板　ｔ＝0.80 水切：既存カラー鋼板撤去後　カラ－アルミ水切　ｔ＝2.0　Ｗ＝200

衛星アンテナ

エアコン室外機

バルコニ－笠木

バルコニ－ドレン管

既存エアコン室外機取外し、再取付け

既存衛星アンテナ取外し、再取付け

既存カラー鉄板撤去後、新規アルミ笠木取付ｔ＝2.0　Ｗ＝200

既存ドレン管再塗装　DP塗り

エポキシ樹脂注入工法（6号棟・10号棟・12号棟）

隔て板 既存隔て板 両面再塗装　EP-G塗り (避難案内ステッカ－撤去、新設）

高圧水洗浄(15MPa)後　下地調整の上、防水形外装薄塗材E　
外壁（南側外壁面）

（バルコニーの

壁及び天井を含む）

撤去部分を示す。

木下地120ｘ40

木下地120ｘ40

木下地120ｘ40

A．外壁改修工事

1.高圧水洗浄(15MPa)

2.フィラー下地処理（セメント系フイラー塗布）

3.防水形外装薄塗材E

外壁クラック部分改修

Ｃ.

Ｄ.

エポキシ樹脂注入工法

Ｕカットシール充填工法 21.4m 29.2m 4.3m

衛星アンテナ（ヶ所）

エアコン室外機（ヶ所）

改
修
数
量

棟 　番　 号

外壁改修工事

11号棟

12戸タイプ

7号棟 9号棟 8号棟

24戸タイプ 16戸タイプ

4

5

5

1

3

4

3

1

棟 タ イ プ

部 ・ 位

Ｅ.

Ｆ.

樹脂モルタル充填工法

樹脂モルタル充填工法

コンクリート欠損部
（鉄筋露出あり）
コンクリート欠損部
（鉄筋露出なし）

2カ所

1カ所

6カ所

1カ所

笠木：カラ－鉄板包みｔ＝0.35　木下地95ｘ30ｘ2

合成樹脂エマルジョン砂壁状吹付材（外装用A類）

6号棟

7

2

45.5m

2カ所

43.4m

12号棟

6

1

5カ所

2カ所

10号棟

5

1

69.8m

3カ所

19カ所

高圧水洗浄(15MPa)後　

Uｶｯﾄ充填工法（6号棟・10号棟・12号棟以外）

B．基礎回り

1.高圧水洗浄(15MPa)

2.樹脂モルタル補修

C.外壁クラック部分改修

1.補修範囲の確認

2.表面清掃

3.グラウトプラグの圧着

4.仮止めシ－ル材の養生確認

5.圧力タンクの取付け

6.エポキシ樹脂充填及び養生

E.コンクリート欠損部（鉄筋露出あり）

樹脂モルタル充填工法

1.周囲部はつり及びケレン

2.鉄筋錆落し

3.高圧水洗浄

4.アルカリ回復剤塗布

5.防錆処理

6.プライマー塗布

7.埋め戻し（樹脂モルタル）

8.養生

F．コンクリート欠損部（鉄筋露出なし）

樹脂モルタル充填工法

1.周囲部はつり及びケレン

2.高圧水洗浄

3.プライマー塗布

4.埋め戻し（樹脂モルタル）

5.養生

7.仮止めシ－ル材の撤去

D.外壁クラック部分改修

1.補修範囲の確認

2.表面処理

3.Ｕカット

4.Ｕカット溝内清掃

5.プライマー塗付

6.可とう性エポキシ樹脂充填

エポキシ樹脂注入工法（自動式低圧）

Ｕカットシール充填工法

新規木下地(構造材ヒバ一等平割り材)：防腐剤2回塗　

新規木下地(構造材ヒバ一等平割り材)：防腐剤2回塗　

Ｕカットシール充填工法

ヒビ幅　0.2～1.0ｍｍ　

ヒビ幅　1.0ｍｍ以上 0.6m

33.0m



工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

1/100
有限
会社

PLANNING OFFICE

葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事

R2/7 A-6 b
16戸タイプ

1階平面図、基準階平面図（改修前）

床下点検口
集合郵便受

床下点検口
集合郵便受
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基準階平面図（改修前）Ｓ＝1/100

1階平面図(改修前）Ｓ＝1/100



工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

1/100
有限
会社

PLANNING OFFICE

葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-7b
1.2.3階平面図（改修後）

16戸タイプ

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事

床下点検口
集合郵便受

床下点検口
集合郵便受

1
30

0

ＰＷ ＰＷ ＰＷＰＷ

1
30

0

外壁（南面）

高圧水洗浄後、下地調整の上、防水形外装薄塗材E　

打継ぎ目地シーリング　既存撤去後、打直し

既存撤去後、打直し開口部取合いシーリング

外壁（南面）
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2.3階平面図（改修後）　Ｓ＝1/100

1階平面図（改修後）　Ｓ＝1/100

外壁（南面）

外壁改修部を示す

ＵＰ

ＵＰ

連絡板連絡板



工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

1/100
有限
会社

PLANNING OFFICE

葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-8b
16戸タイプ　

4階平面図・屋根伏図（改修後）

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事

3
60

外壁（南面）

高圧水洗浄後、下地調整の上、防水形外装薄塗材E　

打継ぎ目地シーリング　既存撤去後、打直し

既存撤去後、打直し開口部取合いシーリング
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4階平面図（改修後）　Ｓ＝1/100

屋根伏図（改修後）　Ｓ＝1/100

外壁（南面）

既存カラー鉄板撤去後、既存モルタルの上に、

ラワン合板1類ｔ＝12.0、アスファルトルーフィング940

塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板段葺ｔ＝0.40　　

南面飾り屋根

外壁改修部を示す



工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

1/100
有限
会社

PLANNING OFFICE

葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-9b-3
立面図(改修前）
16戸タイプ（12号棟）

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事

換気屋根水切   　　 カラ－鋼板ｔ＝0.8　Ｗ＝200

外　　壁

基    礎

①

②

③

④

⑤

⑥

外部仕上表 撤去部を示す

コンクリ－ト打放し

コンクリート打放し

モルタル金ゴテ　ｔ＝30　

打継ぎ目地シーリング

開口部取合いシーリング

変成ｼﾘｺｰﾝ系　25x15

変成ｼﾘｺｰﾝ系　15x10

衛星アンテナ

エアコン室外機

給排気トップ

コンクリ－ト打放し

目　　地

目　　地⑦

⑧

南面飾り屋根

軒　　　先　　　　　木下地120ｘ40の上にカラ－鉄板ｔ＝0.35

換気屋根軒先　　　　木下地120ｘ40の上にカラ－鉄板ｔ＝0.35

側部雨押え　　　　　木下地120ｘ40の上にカラ－鉄板ｔ＝0.35

カラー鉄板　長尺横葺　ｔ＝0.35アスファルトルーフィング　22Ｋｇの上　⑨

⑩

⑪

⑫

⑬
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壁　　天井

合成樹脂エマルジョン砂壁状吹付材（外装用A類）

合成樹脂エマルジョン砂壁状吹付材（外装用A類）

バルコニー笠木 木下地95ｘ30ｘ2の上にカラ－鋼板ｔ＝0.35　Ｗ＝190

補修モルタル

1ヶ所

6ヶ所

既存エアコン室外機取外し、再取付け

既存衛星アンテナ取外し、再取付け

南側立面図（改修前）Ｓ＝1/100

県営 号

東側立面図　Ｓ＝1/100

西側立面図　　Ｓ＝1/100
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工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

1/100
有限
会社

PLANNING OFFICE

葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-10b-3
南側立面図（改修後）

16戸タイプ（12号棟）

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事

高圧水洗浄(15MPa)後下地調整の上、　防水形外装薄塗材E　

クラック部　：　エポキシ樹脂注入工法　　　

　　　　　　　　

そ
の
他
工
事

外部改修工事概要

部位 改　修　後

外
壁
改
修
工
事

外壁（南側外壁面

及びバルコニ－天井）

基礎廻り コンクリート打放し 樹脂モルタル補修

名　　称

打継ぎ目地シーリング　既存撤去後、打直し ポリウレタン系（PU-2)25x15

部位 改　修　後

南面飾り屋根

屋
根
改
修
工
事

名　　称記号 記号

Ａ

Ｂ 打継ぎ目地シーリング

Ｉ

Ｊ

Ｈ

Ｃ 既存撤去後、打直し 変性シリコン２成分形（MS-2)15x10開口部取合いシーリング

バルコニ－笠木

バルコニ－ドレン管

衛星アンテナ

エアコン室外機 既存エアコン室外機取外し、再取付け

既存衛星アンテナ取外し、再取付け

給排気トップ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｇ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

高圧水洗浄(15MPa)後

O 隔て板

南側立面図（改修後）Ｓ＝1/100
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新規木下地：防腐剤2回塗　

既存ドレン管再塗装　DP塗り

既存カラ－鉄板撤去後、新規アルミ笠木取付ｔ＝2.0　Ｗ＝200

水切：既存カラ－鉄板撤去後、カラ－アルミ水切　ｔ＝2.0　Ｗ＝200

既存隔て板 両面再塗装　EP-G塗り (避難案内ステッカ－撤去、新設）

軒先：既存部撤去後、新規木下地の上に、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板包みｔ＝0.40

換気屋根軒先：既存部撤去後、新規木下地の上に、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板包みｔ＝0.40

側部雨押え：既存部撤去後、新規木下地の上に、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板包みｔ＝0.40

既存カラー鉄板撤去後、既存モルタルの上に、

ラワン合板1類ｔ＝12.0、アスファルトルーフィング940

塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板段葺ｔ＝0.40　　

新規木下地：防腐剤2回塗　

新規木下地：防腐剤2回塗　

新規木下地：防腐剤2回塗　
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工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

1/30有限
会社
PLANNING OFFICE

葛西設計事務所

第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-11矩形図(改修前）

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事
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工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

1/30有限
会社
PLANNING OFFICE

葛西設計事務所

第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-12矩形図(改修後）

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事
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工事名称

図面名称

図面番号

縮尺 

年月日検図 製図担当

1/20
有限
会社

PLANNING OFFICE

葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-13部分詳細図　

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事

屋根改修工事　詳細図　　1/20

南側飾り屋根

ブローイング工法　
セルローズファイバー
　25ｋｇ/ｍ3　ｔ＝100

Y0

改

修

前

600
Y0

15020

1
30

1
,2

30

150

軒先：120x40　クレオソート2回塗　
カラー鉄板包み　ｔ＝0.35

外壁：コンクリート打放しの上

合成樹脂エマルジョン

砂壁状吹付材外装用　A類

化粧屋根　小屋裏換気口屋根

カラー鉄板　長尺横葺ｔ＝0.35　
アスファルトルーフィング　22Ｋｇ　
モルタル金ゴテ　ｔ＝30

小屋裏

天井断熱：硬質ウレタン
　　　フォーム打込　ｔ＝25

壁断熱：硬質ウレタン
　　　フォーム後貼　ｔ＝20　

凡例

既存シーリング

新規シーリング

は工事部分を示す。

笠木：ガルバリウム鋼板包みｔ＝0.40

南側　小屋裏換気口屋根

ガルバリウム鋼板包み　ｔ＝0.40

※　コンクリートに接する新規木下地部分は防腐剤2回塗とする　

15020

1
30

1
,2

3
0

小屋裏

600150

外壁（南面）

高圧水洗浄後、下地調整の上、
防水形外装薄塗材E　

打継ぎ目地シーリング　既存撤去後、打直し
開口部取合いシーリング　既存撤去後、打直し

カラー鉄板包み平葺　ｔ＝0.35

既存カラー鉄板撤去後
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板立上りｔ＝0.40

雨押え：既存部撤去後、
新規木下地 120x40の上に、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板ｔ＝0.40

軒先：既存部撤去後、
新規木下地 120x40の上に、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板包みｔ＝0.40

改

修

後

雨押え：120x40　クレオソート2回塗　
カラー鉄板包み　ｔ＝0.35

7301,500

Y0Y1

7301,500

Y0Y1

改修部分改修済部分

200

2,9005
7
5

外壁（南面）

高圧水洗浄後、下地調整の上、防水形外装薄塗材E　

打継ぎ目地シーリング　既存撤去後、打直し

開口部取合いシーリング　既存撤去後、打直し

雨押え：、新規木下地 40x60
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板ｔ＝0.40

軒先：既存部撤去後、
新規木下地 40x120の上に、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板ｔ＝0.40

既存撤去後、打直し

変性シリコン２成分形（MS-2)15x10

開口部取合いシーリング 打継ぎ目地シーリング
既存撤去後、打直し

ポリウレタン系シーリング（PU-2)25x15

小屋裏換気口屋根

カラー鉄板　長尺横葺ｔ＝0.35　
アスファルトルーフィング　22Ｋｇ　
モルタル金ゴテ　ｔ＝30

軒先：120x40　クレオソート2回塗　
カラー鉄板包み　ｔ＝0.35

外壁：コンクリート打放しの上
合成樹脂エマルジョン砂壁状吹付材外装用　A類

シーリング10x15

シーリング10x15

シーリング25x15

15020

4
00

4
0

15

防虫ネット

水切：カラー鉄板加工ｔ＝0.8

南側　小屋裏換気口屋根

カラー鉄板　長尺横葺ｔ＝0.35
アスファルトルーフィング　22Ｋｇ　
モルタル金ゴテ　ｔ＝30

120x40　クレオソート2回塗　
カラー鉄板包み　ｔ＝0.35　

Y0

外壁：コンクリート打放しの上
合成樹脂エマルジョン
砂壁状吹付材外装用　A類

15020

4
00

4
0

15

防虫ネット

Y0

軒先：既存部撤去後、
新規木下地 40x120の上に、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金
めっき鋼板ｔ＝0.40

575190

水切：既存鉄板 撤去後
カラ－アルミ水切ｔ＝2.0Ｗ＝200

水切：カラー鉄板加工ｔ＝0.8

水切：既存鉄板 撤去後
カラ－アルミ水切ｔ＝2.0Ｗ＝200

谷板：既存鉄板 撤去後
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金
めっき鋼板葺　ｔ＝0.40

谷板：カラー鉄板　ｔ＝0.35

4
00

撤去部を示す

MS-2変成ｼﾘｺｰﾝ系　15x10

MS-2変成ｼﾘｺｰﾝ系
15x10

ポリウレタン系シーリング（PU-2)25x15

高圧水洗浄後、
下地調整の上、
防水形外装薄塗材E　

アスファルトルーフィング940、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板段葺ｔ=0.40

既存カラー鉄板撤去後、既存モルタルの上に、
ラワン合板1類ｔ＝12.0（特殊釘止め）

アスファルトルーフィング940、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板段葺ｔ=0.40

既存カラー鉄板撤去後、既存モルタルの上に、
ラワン合板1類ｔ＝12.0（特殊釘止め）

アスファルトルーフィング940、
塗装溶融55%アルミ亜鉛合金めっき鋼板段葺ｔ=0.40

既存カラー鉄板撤去後、既存モルタルの上に、
ラワン合板1類ｔ＝12.0（特殊釘止め）
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葛西設計事務所
第276号（青森県）一級建築士事務所 

葛西 伊津雄第104876号 一級建築士 R2/7 A-14展開図　部分詳細図　

県営住宅（宮園第二団地）12号棟外壁南面改修工事
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開口部詳細図　Ｓ＝1/5

物干金物

既存給排気トップ

既存シーリング撤去後　
シーリング打直し 

物干金物

既存コンクリート部
高圧水洗浄後　下地調整の上
防水形外装薄塗り材Ｅ

バルコニー笠木：
既存カラ－鉄板ｔ＝0.35撤去後、
新規アルミ笠木取付ｔ＝2.0　Ｗ＝200

既存コンクリート部
高圧水洗浄後　下地調整の上
防水形外装薄塗り材Ｅ

既存隔て板　850ｘ2000

両面再塗装　EP-G

既存アルミテスリ 既存アルミテスリ

部分詳細図

既存給排気トップ

MS-2変成ｼﾘｺｰﾝ系15x10

改修部を示す。

C

（避難案内ステッカ－撤去、新設）

外部内部
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既存シーリング撤去後　
シーリング打直し

既存断熱材
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（　　）内寸法は1,2,3階を示す
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00
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（
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（　　）内寸法は1,2,3階を示す

6
0

3
0

3
0

9
0

既存コンクリート部
高圧水洗浄後　下地調整の上
防水形外装薄塗り材Ｅ

アルミ製水切

既存シーリング撤去後　
シーリング打直し

Ｗ1,700

Ｈ
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アルミ製水切

1
00

170

60 90 20

（200）
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給排気トップ廻り 　S=1/5

（　　）内寸法は1,2,3階を示す

径100　既存給排気トップ

既存シーリング撤去後　
シーリング打直し

既存シーリング撤去後　
シーリング打直し

MS-2変成ｼﾘｺｰﾝ系15x10

MS-2変成ｼﾘｺｰﾝ系15x10

MS-2変成ｼﾘｺｰﾝ系15x10

MS-2変成ｼﾘｺｰﾝ系15x10


